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水戸・徳川家のこと

水府明徳会会長理事　　　

徳　川　斉　正　　

一　はじめに

　皆様、遠くに座られてますが（会場笑）、必ず授業というと前が空くんですけれど、別にあん

まり唾とばしませんから（会場笑）ぜひ前の方へお越しいただけたらと思います。

　緊張しますから放っておいて頂いた方が良いと思いますので、思い思いに論語の勉強をして頂

いたら良いのかな、というふうに思います。

　今日は財団法人・水府明徳会の方のお話でございまして、東京海上日動火災の方は放っておい

て頂きたいんですが、私も実は慶應大学の出身でございまして、私は慶應幼稚舎から入っており

ます。普通部、それから慶應高等学校、そして慶應大学の商学部でございまして、商学部を出た

のが昭和五五年で、東京海上に就職いたしました。この三月で五十歳になります。五十になった

割には全く勉強しておりませんですので、あまりこういう場所で家の話をすると馬脚を現すこと
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がございますので、聞かない振りをしてやり過ごしていただけたら、という風にお願いを申し上

げて、お話をスタートさせて頂きたいと思います。

二　水府明徳会

　今から十五年ぐらい前の話になります。水府明徳会ですが、こちらは昭和四二年に私の祖父が

興しました財団です。お察しの方もいらっしゃると思いますが、今の相続税制ではとてもではあ

りませんが全ての財産は散逸してしまいます。

　田畑を売り払って住む所も四畳半一間で充分な訳ですけれど、今も放送があります「水戸黄

門」、彼が水戸家の二代目ですが、水戸黄門光圀公が最後の十年間隠居をした茨城の常陸太田市

にあります西山荘と申します隠居所を売り払ったり、やはりご先祖様からお預かりしている伝来

ゆかり

の什宝だとか宝物を売り払ってしまうというのはやはり忍びないし、水戸という所縁の場所にま

とまって存在する方が宜しかろうということで、また、爺さんは息子である私の父を見て、また

私のような孫を見て、これは将来危ないと、あいつらに任せたら、ということもあって、今のう

ちに財団に入れようと昭和四二年に財団を興したということです。

　昭和五二年に、保存している色々な宝物を、やはりお人に見せないといけないという役所のご

指摘があって「彰考館徳川博物館」を建て、そこで今現在、皆様方に保存しているものをお見せ

するとともに、光圀公が亡くなられた西山荘も、水戸から車で四十分くらいの場所ですが、その

場所をご覧いただけるように公開しています。

　財団の方は、品数でいうと約三万点位の収蔵品がございます。中にはテレビでお馴染みの水戸

黄門の、助さんだか格さんだかが懐から「えいやっ」と出す印籠の現物であるとか、刀であると

か鎧であるとか、お姫様が乗った御籠などが残っています。私が個人で持っておりましたなら

ば、もう相続税の対象になりますのでどんどん売り払ってですね、三掛けの三掛けですから、も

う十分の一くらいしか残っていなかったろうと思います。我等はやはり、それを残して、百年、

二百年後の方々にご覧頂いて往時を偲んでいただくことが出来たら、というのを財団の使命にし

ており、この財団の運営をさせていただいているところでごす。

　また、光圀さんが三十歳から始めた『大日本史』という日本の歴史書があります。その歴史書

の編纂には、テレビでお馴染みの助さん格さんも登場してくるわけですが、こういった方々が昔

はコピーがありませんから全部筆写をして、史料を集めます。その史料がやはり二万九八〇〇冊

ほど現存し、これを保存しています。今も古文書の図書館としても機能している彰考館徳川博物

館で、『大日本史』の草稿本も実際に研究者の皆さんがお手に取ってご覧頂く事が可能です。お

申し込みがあれば対応させて頂いています。

　よく皆さん方が「それだけ財産を持っているのに何で東京海上で仕事をしているんだ」とお尋

ねですが、やはり財団で飯を食うって有り得ないんです。特に財団法人の会長理事というのは法

律上、お給料をもらってはいかんということになっておりまして、私はタダ働きです。然るに自
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分の飯はどこかで稼いで来なければならんということで、たまたま入れて頂いた東京海上で、も

う二十六年仕事をさせて頂いているということです。思ったより財団というものは儲からないも

のでございまして（会場笑）、当たり前ですけれど、儲けちゃいけないんですが、大体ここ五、

六年は赤字が続いております。然るに、是非ぜひ、友の会というのをやっておりますので、ご興

味のある方にはこの財団をお支え頂けたら、というふうに思っております。

　さはさりながら、その博物館の展示品の数々を、機会ある毎にご覧頂こうと、昨年「大徳川

展」という展覧会を上野の東京国立博物館でやりました。家内はこの財団の学芸部長をしており

まして、かつ学芸員でもあります。彼女も慶應幼稚舎から学ばせて頂いて、あちらは慶應経済を

卒業致しました。家内と私は見合いで結婚しておりまして、何でこんな身の上話をするんでしょ

う（会場笑）、あちらは会津の家でございます。人が戦っているときに、何であんたは大政奉還

したんだといつも怒られておりまして（会場笑）、あんたの所は三十五万石だし私のところは五

十万石よ、って言われていつも頭が上がらない（会場笑）、非常に辛い思いを致している日々で

ございますが、結婚早々彼女は私がやっております展覧会にだいぶケチをつけまして、こんなつ

まんない展覧会、誰が観に来るのと言うんですね。夫婦喧嘩の種でございます。で、そこまで言

うんだったら自分で資格を取ってやればいいじゃないかという話をしましたところ、じゃあ判っ

たと言うんで慶應大学へもう一偏入り直しまして、勉強して学芸員の資格を取り、今となっては

私以上に私の家のことをよく知って、仕事をして貰っています。

　そんな身内話をしたところでせんないので、例えば「論語と私」なんてテーマでしっかりお話

が出来れば素晴らしいんですけれども、私にそういう才能は全くございませんで、「論語ね、子

曰く〜」とそこまでは言えるんですけれども、その先が全然言えなくて。

　ああそういえば、と久し振りに声に出して読ませて頂いて、やっぱり心に響くものがあります

ね。そう感じた次第でございます。

三　水戸家、そして徳川家について

　私は水戸徳川家の十五代目です。将軍家、尾張、紀伊、水戸、この水戸が私ども水戸徳川家の

あきたけ

ラインです。昭武が十一代目の当主です。私までの間に十二、十三、十四代目と間に入っている

訳です。

　私を端的に系図上で申し上げますと、十五代将軍・慶喜さんの曾孫です。なんでそうなるのか

ということを説明しなければいけませんが、いわゆる女系図ですと、大政奉還を果たされた後

に、慶喜さんは肩の荷を下ろされて子作りに励まれまして、二十人以上のお子さんをお作りにな

ります。その十一番目の娘を私の祖父の所に嫁がせました。

　然るに、慶喜さんの娘が私の婆さんということになりまして、婆さんの親父でありますから曾

なりあき

爺さんだということに相成る訳です。その慶喜さんの親父というのが、水戸家九代目の齊昭さん

です。私は齊昭さんの玄孫の子で慶喜さんの曾孫です、というのが、一番分かりやすいかと思い
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ます。

四　徳川家康　〜徳川家のルーツ〜

　歴史上、徳川の名前が出てくるのは天文一一年、一五四二年に家康公が松平弘忠公の嫡男とし

て生まれた時です。これが徳川家の始まりと言われています。「家康公のルーツというのは十代

前まで遡れる」と言われておりまして、三河の国の豪農の家にお坊さんが流れて参りました。こ

の人が、その豪農の家の奥さんを寝盗って豪農の家を乗っ取った格好になりました。その方が名

乗ったのが松平親氏という名でございます。お坊さんだったのに家を乗っ取って、名を名乗って

げんぞく

還俗してしまった。この方が家康の十代前だそうです。そのもう一丁前は源氏に繋がるという系

図になっていますが、これは、系図に明らかに書き足した跡がありまして、これは嘘だなという

のが判る訳です。一応は松平親氏公から勘定して十代目が家康公ということになっています。そ

の家康公は、お生まれの後は今川家の人質になって、その人質中に元服をされます。それから姉

川、それから三方ヶ原、長篠、小牧・長久手といった戦いを経て、天正一八年に北条氏を倒して

江戸に入るわけです。慶長三年に秀吉公が亡くなると、その秀吉公の子供である秀頼公を大阪城

に置いて、五大老という形で天下獲りの道を歩み始めるということになるわけです。ご存知一六

〇〇年、関ヶ原の戦いで勝利し、慶長八年には征夷大将軍となって江戸幕府を作って天下人にな

りました。家康公が言ったいろいろなことを側用人たちが書き留めている書類、書物がありま

す。その一節には、家康公は「天下は、天下の人々の天下であって、我一人の天下に非ず」とい

うことを仰ったそうです。

　これは家康公の考え方を表した言葉だということで、お聞きになった方々も多いかと思います

が、家康公の考え方というのはどちらかというと、専制君主になるよりはむしろ共存共栄型とい

うんでしょうか。どちらかというと放任主義、自由主義といった考え方が強い人物であったとい

うふうに私どもは聞いています。こういうお話をする時に私どもは「聞いてます」と申し上げま

すが、これは非常に便利な言葉でありまして、「教科書ではそうなってないよ」って言われるこ

ともありますが、いやいや私どもはそう聞いておりますと言うと、何となく説得力があるんで

す。本当かどうかというのはよく判りませんが、私も父なり祖父なりからそう聞いているという

のは事実ですので、家伝としてそれを言わせて頂いているということです。

　また、家康公はすごい嘘を言っているんです。器物というものは、どれほどの名器であっても

いざという時には役に立たんと。宝中の宝というのは人だ。こういう風にも家康公は仰っておら

れます。で、器物というものはどれほどの名器でもいざと言う時には役に立たんかも知れないけ

れども、器物大好きであります。

　家康公は大阪城を焼き落とした後に、「絶対にこの焼け跡にこういう品物がある筈だから探せ」

と御家来衆二人に命じております。この御家来衆というのは親子ですが、何を探させたかという

と、茶入れです。「新田」という茶入れを探せと。これは信長も秀吉も持った茶入れ、いわゆる



518
519

水
戸
・
徳
川
家
の
こ
と

天下人が持った茶入れだと。それが無いと俺の天下は危ういと。どうしてもそれを探せと言っ

て、三ヶ月がかりで焼け跡から探し出させました。

　その焼け跡から割れた新田を探し出し、漆で接いで家康に献上したその御家来衆親子二人は、

千五百石を戴いたということです。金に糸目をつけないというのはずるいよな、と今でこそ我々

は思うんですが、宝の中の宝は人だと仰る割にはそういうことをなさっておいででした。

　それから、「すべて国家の長となるものは慈悲を基とし、人民の憂いを救うべし」と仰ってお

られます。今の政治家の方々に是非ともお伝え頂きたい言葉であります。

　また、「農民は国の宝なり」というふうにも仰っておられて、いたずらに駆使、こき使っちゃ

いちりゅうひゃっこう

いかんよと。農民の苦しみは一粒百行だ、要するに一つぶの米粒を作る為に百回耕すんだと。

春夏秋冬その苦労をして人々を養っている、要するに国民がみんな食う米を作ってくれて、国民

を養ってくれるのが農民であり、農民こそが一番の勲功者なんだと仰っておられます。

　そして最後になりますけれども、武士たるものは道、芸、それから倹約。この三つの行いを守

りなさい。まず道に疎くてはいかん。次に、道に志していたとしても、文芸の素養がなくては何

の役にも立たん。また、倹約をしないと我が身を保ちがたい、というふうに仰っておられます。

このあたりは、家康公の国づくりと言いますか、天下を統一された後の、例えば関ヶ原で敗れた

側を処遇するに当っても、その考え方が反映されているとも思います。外様の扱いを見も、潰す

というより大きな石高を与えて遠ざける、というような国の配置の仕方と言いますか、非常に家

康公らしいなと思われるところであります。

五　家康と江戸時代

　家康公は「仇に報いるに恩を以ってせよ」と仰っておられるんです。古来、仇討ちというのが

あったわけですが、仇に温情で接しようというのは、なかなか大変なことだろうと思うわけで

す。こうした考え方はお国の配置換えであるとか、それから作られた江戸幕府の組織に活かさ

れ、三百年の平和国家の礎になったんだろうと考えているところです。少なくとも三百年間まっ

たく戦争がないという国家というのは近世稀で、そういう意味でもっと日本人はそのことに自信

を持つべきで、このところ江戸時代を見直せという話が其処此処で聞かれるようになりました。

　もう一つの意味としては、先進七ヶ国の中で、最後の最後までゼロエミッションの国家であっ

たというのが我が国です。環境負荷ゼロ、であります。これは何故ならば、石油というものを

まったく使っていないわけです。石油をなくせば、あるいは今の世の中から石油を消すと、殆ど

そのまま江戸時代と一緒です。違うとすれば原子力ぐらいでしょうか。水力は水車が使われてお

ります。灯りといえば菜種とか、胡麻とか、それから鰯の油ですか。こういったものでも照明は

あったのです。それから、「トヨタコレクション」というコレクションがあります。これはトヨ

タ自動車さんがお金を出されて、東京国立科学博物館が収蔵しているコレクションですが、弓矢

つが

を引く人形があります。小さな人形が弓をとって、弓を矢に番えて、引いて飛ばすんですね。太
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鼓にポンと当る、からくり人形です。指に十キロ以上の力が掛かるような設計なんだそうです。

ワイヤーを使わないで、糸を使って、その糸と梃子の原理でちゃんと弓を持って、弓を番えて飛

ばすという技術で作られた人形。ぜひ、国立科学博物館でご覧になって下さい。日本の技術力っ

て、その時代からもう本当にすごいなと感心させられるものです。そうした技術に裏付けられて

日本という国はつい最近までやってきたわけで、石油がなくても最後の最後までやれた、珍しい

国でした。薪にしても「木」ですから、当然ＣＯ２を吸って育って、それを燃やせばＣＯ２は出

ますが次の木を育てればＣＯ２はプラスマイナスゼロになるわけですね。

　着ているものも木綿です。畑から採れるわけです。絹であっても麻であっても、全部畑とかお

蚕さんから採れるわけです。ですからそういう意味では、本当にほんとうに、環境負荷なしに、

皆がみんな暮らしていた。いま問題になっている食料自給率もへったくれもありませんで、みん

なそれで平和に暮らしてました、というのが日本の江戸時代です。

　よくあの、「うちは水飲み百姓で、お前の先祖にいじめられたんだ」と仰って（会場笑）、名刺

交換される方がいらっしゃるんですけど、江戸時代は少なくともそういう農民は存在しません。

あまり大きな声では言えないんですけれども、駄説にお話しますと、江戸の街ってものすごくき

れいな街だったんです。パリはすごく不潔な街で、よくコレラが流行ったって言うんです。江戸

の街はものすごく清潔な街で、道にゴミ一つ落ちてないし、変なにおいもしないと。で、昔は下

水道がありませんから、全部、肥溜めに溜めてあるわけです。その肥っていうのはいずれ捨てる

ことになりますが、日本人は何を考えたかっていうと、農民と大家さんが契約をしまして、農民

がその大家さんの家に溜まった肥を買って帰るんですね。肥料として買います。大体二十人の長

屋で、年間に一両から二両の間くらい。農民はお金を払っているんです。よく、「小判なんて見

たことない」って時代劇で言っていますが、農民は一両二両を肥料代で払えるぐらい、お金を

持っていました。肥を買って担いで帰るわけですが、その時に上水と名が付くところは、その肥

を乗せた船を走らせたいかん、これは水道用の川ですから走っちゃ駄目よ、こういうことになっ

ているわけです。ですから隅田川まで持って行って、隅田川を上がって行って、それを畑で有機

肥料として使って、作物をつくって江戸の街に卸す。こういう形で循環をしていたようです。で

すから、そういう意味では農民はお金持ちでした。

　さて、家康公ですが、征夷大将軍になられて、たった二年で辞めてしまいます。お辞めになっ

たのは皆さんもご存知の通り、すぐに息子である二代の秀忠公に座を譲りたいと、こう考えたわ

けです。これは戦国の世でありますと、他国を攻めて滅ぼして、そこのお城なり家来なり、領地

なりを子に与えるという形で、略奪して相続をし、子供を養っていくという形で勢力を広げて

いったわけですが、家康公はどちらかというと平和主義的な考え方をなさるので、何をしたかと

いうと、自分の財産を相続させたいと考えられたわけです。ですから将軍職をとっとと辞して、

二代目に譲るというところで、世襲という考え方を世の中に定着させようということをお考えに

なったということです。そういう形で、初代から二代目へ、将軍の職を継がれるようになりま
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す。そうして天下泰平の世の中というのが、徐々にではありますけれども形作られていったんだ

ろうなと思います。

六　家康から秀忠、そして御三家へ

　慶長一〇年、一六〇五年には家康公の子供であります秀忠公が上洛をして征夷大将軍になり、

世襲化が完成します。家康公はご隠居されてから大御所になるわけですが、大御所政治といわれ

げんな

た家康公に支えられておりました秀忠公も元和二年、一六一六年に家康公が亡くなりますと、そ

こから先は独り立ちをすることになります。大体が腑抜けてしまうか、一人頑張ることになって

息子が独立心を燃やすかのどちらかですが、秀忠公は、将軍になるまでは戦場に遅刻して来た

り、結構いい加減な息子だったらしいんですが、二代将軍として独り立ちします。そして、諸国

大名の改易だとか配置だとか、それから老中制度を作ったのも、この秀忠公です。要は、父であ

る家康公が残した幕府の体制を更に強固なものにしていったということす。その秀忠公の兄弟、

末の兄弟三人が、いわゆる御三家、尾張と紀州（紀伊）、水戸家になります。家康公の九番目の

息子、これが尾張の義直公。それから紀州家の頼宣公。そして水戸家の頼房公です。これが家康

公の、ほんとうに晩年の子供たちということになります。もう、家康公から見たら孫みたいなも

のです。我等が水戸家の初代は一六〇三年生まれの十一男坊の頼房公でございます。一六〇九年

に六歳で水戸家を創設することになります。将軍秀忠公と二十五歳、年の差がある兄弟です。一

六〇九年の四百年後というのが来年でございまして、水戸徳川家も創立四百周年を間もなく迎え

るところです。

　ところで「尾張、紀州、水戸」と申します。なぜ「尾張、紀州、常陸」ではないのかという方

はおいででしょうか。別に当てませんけど（会場笑）、目を背けないでくださいね。

　家康公がある日、自分の部屋にこの三人の兄弟を呼び寄せます。孫みたいなもんですから猫可

愛がりしており、三人揃えて、「お前等、俺が死んだら何が欲しい」こう訊いたらしい。これは

記録にあります。こういう私のような言葉遣いをしたかどうかは別ですが、そう聞きました。そ

うしたところ、九番目の子供である義直公は「きれいなお道具が欲しい」と言ったそうです。家

康公は自分の個人的な財産を持っておられます。キャッシュでいうと、二七八億円のポケットマ

ネーを持っていました。でも一国の王様、まあ王様というのは天皇ですが、天下統一をされた方

にしてはそんなに多くないかなという感じですね。二七八億のキャッシュを持って、それ以外に

も相当の財宝をお持ちだったので、そうかそうかと、じゃあおれが死んだらお前にやると仰っ

た。それから十番目、頼宣公は何と仰ったかというと「広い領地が欲しいです」と仰ったそうで

す。おお、そうかそうかと、じゃあ死んだらどっかの国やるわ、とこう仰った。さて、我等が頼

房公の番になりまして、何と仰ったかと申しますと、「天下が欲しい」と、こう言ったそうです。

さすがに親父であります家康公は腰を抜かしたようでして、こいつは危ないと。もともと血の気

も多いし、要するに親父のいうことなど全然聞かんと。で、あれに広い領地を与えて軍備なんか
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整えられると、いつ寝首をかくか分からんと。だから「膝下（しっか＝膝元）に置け。懐刀と為

せ」というふうに仰ったと言われております。それ故に東国大名で暴れる奴がいるかも知らんの

で、北の守りだとして常陸国の水戸周辺の所だけを与え、それで二十万石でスタートさせるわけ

です。尾張と紀州は五十万石ですので、この差というのは「天下が欲しい」と戯けたことを言う

からそういう羽目になったわけです。

　その代わり家康公も考え、膝下に置けということ、遠くに置いておくと危ないので、江戸定府

にしろ、要するに参勤交代を免除すると仰ったんです。参勤交代の費用というのはそれぞれの石

高に応じてこと細かに行列の設えまで全部決まっています。五十万石クラスですと約半分近い二

十万石くらいが、参勤交代費でなくなります。それを除けば、まあ似たようなものかと……末っ

子だし。多分こういう計算が家康公の頭の中にあって、それで水戸家がスタートしたということ

です。従って尾張は尾張の国、一国を貰い、紀州は紀州の国一国を貰い、水戸だけは常陸の国の

一部だけを貰ったので常陸とは名乗り難く、水戸徳川と名乗っているのです。で、常陸の国の南

半分はというと幕臣達の領地に小割にして与えます。茨城県に小さな都市、土浦市だとか結城市

だとか下館市だとか小さな市が多いのは、それが理由と言われています。小さなお城がたくさん

点在しています。

　天下の副将軍とテレビで言っていますが、副将軍という職位はありません。これは巷で勝手に

言い始まった。江戸時代でも副将軍と言われていたようですけれども、そんな職位はなくて「御

相伴」、要するに参勤交代もなく、いつも「膝下に置け」ということですから、水戸藩主という

のはいつも将軍の傍にぺたっと座っている。あいつは何だと。そして、江戸城内で偉そうに「下

に、下に」と行列を組んで歩いていると。他は加賀の百万石であれ、尾張五十万石であれ、紀伊

五十万石であれ、みんな行列は城内へ入ったところで崩さなければいけないというルールがあり

ます。然るに「下に、下に」と言って江戸城内を歩き回るというのは、将軍か、この水戸家だけ

でした。だから、ありゃあきっと副将軍なんだと言われたというところでしょう。ですから江戸

の中では、尾張紀州の兄よりも偉い行列を組んで歩いて「下に、下に」と言って良いと言われた

家です。

　「下に、下に」というと、みんな出て来て土下座しなきゃいけないというふうに勘違いをされ

てるんですが、「直視御免」ですから、あさっての方を向いていれば別にどうということはない

わけです。ただそれではあまりに無礼だし、咎められてはたまりませんので、町民は家へ入って

扉を閉めてしまいます。よく御茶屋さんへ入ってお茶を一杯頼んで行列をやり過ごすというのは

正にそれでして、表を歩いちゃうとこれは土下座せざるを得なくなるのですが、江戸町民は要領

がいいので、とっとと路地裏へ消え、いつも行列はすうっと通り過ぎる。こういうことだそうで

す。大名間でも同じようなことがあり、街道筋を歩くときは、例えば東海道なんてもの凄い大名

の数、参勤交代で歩くわけです。行列のはるか前方を、馬に乗って一人「先駆け」といいます

のぼり

が、その方が自分の家の紋を付けた幟を背負って馬で走ります。反対側から江戸に上ってくる大
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名家があるわけで、その大名家にも先駆けというのがいて、お互いにその紋をすれ違いざまに見

るわけですね。で、自分よりも目上が来たら、これがすれ違うことになると自分の殿様を籠から

出して頭を下げさせなきゃいけないわけです。そこで何を考えるかというと、紋帳をばばっと

繰って、「んっ、これはやばい。うちの社長よりも向こうの方が格上だ」と思ったらその先駆け

を追いかけて行って、名乗ります。「こちらは何々藩の、何の誰々と申す。そちらは何々藩では

ないか？」というわけです。「如何にも」という話になると談合が始まります。何を相談するか

というと、もうちょっとでうちは行列があそこの宿に入る。このままのペースで来ると、ここの

宿で絶対に鉢合わせをするから、手前で右に曲がるんで、あんたちょっとだけ行列の速度を落と

してくれないかっていうような話を、そこで綿密にします。で、お互いが行列に戻って、片方は

ペースを上げ、片方はペースを落とす。お互いが、ある宿場の中の裏道と表とで、すれ違いが

ちゃんと出来るように。こういう画策をして、通り過ぎたと言われています。

　将軍も世襲になりましたので、九、十、十一男も財産を頂いて、それで家の体裁を整えていく

ことになります。その二七八億円のポケットマネーから皆いただくわけで、尾張は四十億ぐらい

貰ったんですかね。紀州も四十億ぐらい貰いました。水戸が二十五億だったですかね、今の

キャッシュに直すと。だいたいそのくらい頂きました。残りは将軍が、二代将軍の秀忠公が御取

りになるわけです。よく徳川家の埋蔵金なんて言っておりますけれども（会場笑）、多分出て来

ないと思います。何故ならみんな遣っちゃいました（会場笑）。申し訳ありません。

　で、水戸の初代の頼房公というのはとにかく豪放磊落でありまして、幕府が止めても江戸城の

御濠で泳いだり、もう色々やらかしております。光圀さんもまた、もの凄い暴れん坊でして、江

戸の町へ遊びに行くわけです。光圀さんの袴というのが博物館に何十着と残っていますが、一着

きんらん

はピンク色の金襴の袴です。とても私が着たらチンドン屋にしか見えない（会場笑）というよう

な袴ですけれども、そんなものを着て、刀を差して肩で風を切って江戸で遊んでいるわけです。

　ある日、町相撲に自分も出ると言って、家臣が止めても聞かなくて、お相撲さんと相撲をと

る。で、負けたら罰金、勝ったら賞金みたいな形で町相撲はやるわけですが、あまりに負け続

け、面白くなくなったんで最後は刀を抜いて斬り付けちゃったりしたという、暴れん坊だったよ

うです。

　さて、江戸時代、御三家というのは「家」という字を当てて表示します。よく、水戸藩とか尾

張藩って言いますね。この藩という言葉は、江戸時代には存在しない言葉なんです。これは明治

の政府が廃藩置県をする時に何と書こうかと言って、藩という字を当てたんです。それ以来、こ

ちら側から過去を眺める時は水戸藩とか金沢藩とか尾張藩とか言ってますけれども、実際に江戸

時代には藩という言葉はあまり使っていない。「常陸国水戸徳川家の侍」っていう言い方をする

のが水戸藩士、という言い方に変わっているわけです。

　そう考えて頂くと、家というのは領地を持って初めて「家」でございまして、八代の吉宗公と

か九代将軍の所から割れました一橋・田安・清水という三つの家、これは　領土を持っていない
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んです。領地を持っていないので御三卿と言われているんです。御三家、御三卿の「卿」という

のはそういう意味です。地位は有っても領地が無い。これが御三卿の意味、逆に言えば領地が無

ければ「家」とは言えないということだそうです。

七　水戸家の始まり

　家康公の遺産分けを二十億円以上頂いて、水戸家というのは一六〇九年から形を徐々に為して

いきます。その初代の頼房公の子供が、ご存知の水戸黄門、光圀公です。光圀公は、寛永五年、

一六二八年に頼房公の三男坊として生まれ、したがって家康公の孫に当るわけですが、一六一六

年に家康公は亡くなっていますので、十二年の差で家康公には会ったことがない。光圀公のこの

名前は、家督を継ぐに当って時の将軍のところへ許可を頂くために拝謁に行くわけです。その時

にＯＫであれば将軍が自分で名前を授けて下さる。これが光圀さんの場合は家光公の時代に家督

を継ぎましたので、家光公に拝謁をし、光圀と名乗れと、こう言われるわけです。それで、有り

難く頂戴しますということになるわけです。

　さて、光圀公には二人の兄貴がいました。真ん中の兄貴というのは幼くして亡くなっていま

す。一番上の兄貴は、まだ将軍・秀忠公に男の子、世継ぎが生まれていない時に出来てしまった

子供なものですから、親父であります頼房公が、大体「天下が欲しい」なんて戯けたことを言う

人で、それでなくても幕府から睨まれていますので、後継ぎを早目に作って世継ぎ争いをやるん

だという話になってしまうと大事になるわけで、また序列からしても僭越だということで、「水

にしろ」と言われるわけです。しかし家臣によって京都のお寺へ入れられます。密かに育てられ

るわけであります。そのことを後で光圀公から聞いたのが三代将軍家光公でごして、家光公が大

層感激され、これは可哀相だと。

　通例、御三家の分家というのは五万石程度を頂戴するんですが、十五万石を頂いて、高松松平

十五万石の初代に立てられます。それが松平頼重公という御仁です。

　光圀公というのは兄貴である頼重公を差し置いて水戸家の二代を継ぐことになります。そうい

う中で、自分の心に非常にプレッシャーを感じますし、それに心の葛藤があって、それで歌舞伎

者と言われる、所謂不良になってしまうわけです。ところが正保二年、一六四五年に十八歳で突

然更正します。その更正のきっかけになったのが司馬遷の『史記』の「伯夷（列）伝」という歴

史書です。以来、儒教・儒学に傾倒されます。家康公は晩年、「書を読むことは己を磨くことだ」

というふうに言っておりますが、そのとおりになったわけです。

　加えてその、伯夷伝のような紀伝体の歴史書は我が国にないということで明暦三年、一六五七

年、光圀公三十歳の時から、『大日本史』の編纂が始まったわけです。史学というのは、過去を

明らかにするだけではなくて国の歴史を作る、綴るということになるわけで、それはやはり国の

本来の姿を明らかにし、その変遷の跡を見極め、かつ将来の有り様といいますか、国はどっちの

方向に進むべきかというような理想を掲げるものだと考えるわけです。加えて、歴史というのは
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人が織り成すものですから、その都度都度の人物について学んだ人が、その人物の批評をして、

読み手は読み手で自分の在り方といいますか、それを正すという効果があるわけです。それが論

語の有名な一節、彰往考来（しょうおうこうらい）です。過ぎたるを明らかにして来たるを考え

る、というものです。

　その『大日本史』の編纂所を彰考館と名づけ、光圀さんは編纂をスタートします。館名を彰往

考来という言葉から取ったということです。

　皇統に貫かれた我が国の歴史というものを、ずうっと過去へ向かって紐解いていくわけです。

そういう中で光圀さんの始めた編纂事業が、幕末にはバイブルになり、「水戸学」というものを

生み出すことになります。そして更に光圀さん自身が、その後の水戸家の歴代の当主たちに向け

て何と言ったかというと、「我が君主が天子なり、いま宗室は将軍家なり」。こう言いました。要

するに我々の親分はいま現在は将軍家だけれども、我々は天皇に仕えているんだ、そこを絶対に

忘れるなという教えを残した、ということでして、今も私どもにはそれが伝わって来ているとい

うことです。

　『大日本史』の編纂事業に携わる中で、光圀さんは、大いなる尊王論者になって行きました。

八　水戸光圀が遺したもの

　光圀さんは一七〇〇年に亡くなられます。西山荘という所で亡くなられるわけですが、その後

も『大日本史』の編纂事業は水戸家の歴代の当主に受け継がれます。『大日本史』は結局二百五

十年かかって、明治三九年に完成します。幕末を越えてしまいますので、そこから先は徳川家の

ポケットマネーで編纂を続けて、三九七巻、それに目録を付けて四〇二巻が出来上がって、明治

天皇に献上するという事に相成るわけです。

　「梅里先生碑」というのがあります。常州、これジョウシュウというと上州と一緒になっちゃ

うんでツネシュウと言うらしいんですけれども、先生は水戸の産なりと。「其の伯は疾み、其の

仲は夭す」。これは、兄貴が病気でどこかへ療養に行った、と光圀さんは習ってるんですね。実

際には京都のお寺に居た。で、「其の仲は夭す」、仲というのは二番目の兄貴で、これは死にまし

しゅくやしっか

たと、夭折したということです。「先生、夙夜膝下に陪して戦戦兢兢たり」というのは、兄貴が

生きているのに、自分がその跡取ということで指名を受けていて、非常に落ち着かないというこ

とを言っています。

　この梅里先生の碑というのは、光圀さんが藩主を引退した時に自分の衣冠束帯を埋め、「もう

自分は政治には参加しませんよ」ということを言って、自分が生きている間に作った藩主、「水

戸家当主としての自分」を葬ったお墓であります。そのお墓には「梅里先生の墓」というふうに

彫ってあるんです。その墓石の裏側にある碑の文章がこれです。この中に論語の教えがたくさん

出ていると思います。いま私がお話したようなことが、この中に凝縮をされているということで

す。
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　そこから百年後に私の曾爺さんの親父、女系図でいえば曾爺さんの親父、爺さんの爺さんの親

父であります齊昭公が生まれます。一七〇〇年に光圀公が亡くなって、ちょうど一世紀経ったと

ころで齊昭さんが出て来る、ということです。この方はご存知のとおり、激動の時期に生まれて

来た。アメリカの首都がワシントンになったのは一八〇〇年ですよね。外国船がちょろちょろ日

本の周りに来て、アメリカとかロシアとかが通商をしようよというのに、鎖国ニッポンの権化で

あります幕府側はそれにずっと反対し続ける。こういう状況の中で、さあどうするという時期に

差し掛かっている。

　この齊昭さんは一八四〇年を過ぎてから水戸に藩校をつくります。これが水戸の弘道館です。

でも、そこで勉強ばかりしていてはいかんと、弓にも一弛一張ありと言いますか、いつもいつも

たわ

張り詰めていると弓はいずれ撓んでしまう。そして、いざというときにちっとも役に立たなくな

る、だから弓というのは弦を外して休めなきゃいかん、まあこういうことです。馬も、ずうっと

走らせておくと死んでしまう。やっぱり走ったり歩かせたり、休ませたりということが必要だ。

これが人間にも当てはまるでしょうと。弘道館でお勉強をしたら疲れるよね、野良仕事をしたら

くたびれるよね、そしたら偕楽園へ来て皆で休みなさい。ということで、この藩校弘道館と偕楽

園をセットでオープンさせたという殿さんです。

　その斉昭公の考えが、『弘道館記』であるとか、『偕楽園記』に書いてあります。この偕楽園と

いう名前は、まさに齊昭さんがお付けになった名前です。

九　徳川慶喜と大政奉還

　さて、その齊昭さんのお子さん、やっと私の曾爺さんのところまで来ましたが、齊昭さんの七

あきむね

番目の男の子というのが徳川慶喜さんです。松平昭致公と名乗っておりまして、跡取り以外はみ

んな松平と当時は名乗っております。松平昭致さんになって、一橋家へ養子に出ることになりま

した。そして、一橋家から十四代将軍が長州征伐にお出になった時に急死をなさったので、さ

あ、誰もこの幕末の動乱期に将軍なんてやりたかぁないと言うんで、尾張も紀州も適当な子がい

らっしゃらなかったということもあり、一橋の当主でした慶喜さんに白羽の矢が立ち、十五代将

軍となるわけです。その時点で初めて本当は「けいき公」、慶喜公という名前を戴くことになり

ます。

　この慶喜公のお母さんは有栖川宮から輿入れをした方で、齊昭さんの正室です。大河ドラマ

「篤姫」の江守徹さんがやった斉昭公の奥さんです。この方が有栖川宮から来たお姫様です。で、

その間に生まれた子ですから、実は将軍として、皇室の血が入った将軍というのは慶喜さんが初

めてということになります。ですから、皇室に政権を戻すことについて、ご自分の血の中に皇室

が半分は入っているし、母親についてきた宮中の女性たちから皇室の話を聞かされて育ってきた

わけですから、そういう意味であまり抵抗がないわけです。で、光圀さんがお始めになった『大
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日本史』の事業とともに、家康公なり光圀公なり、歴代の殿さん方の考え方がすべて、藩校弘道

館でのスパルタ教育で慶喜さんに叩き込まれましたので、先に光圀公が仰った「君主は天子だ」

という言葉と自分の血と、それから当時の情勢、例えば英仏の代理戦争、まさに日本が各藩を

割って英仏の代理で戦争を始めたら今の日本はどうなってたか、という所に来るわけです。もし

や、英国領とフランス領に割れたかも知れません。そうなった時には神様仏様でなくアーメン

だったかも知れません。そんなこともあって慶応二年、一八六六年の一二月に将軍に任命され、

翌年、慶応三年の一〇月には大政奉還が行なわれます。たった十ヶ月の間で、二百六十年にわた

る江戸時代に幕を引いて、新しい時代の幕を開けたということです。

　慶喜さんはずうっと将軍時代を大阪・京都で過ごしましたので、江戸城には居ないんです。で

すから天璋院さんが江戸城で一人、頑張っておられた。この天璋院さんがドラマ化された理由と

いうのが、島津から来たお姫様でありながら、私は徳川の人間だから島津家からの施しは受けな

いと言って頑張られた、これが美談となって残っているわけでして、それで大河ドラマ化された

ということです。後日、孫達が本人に聞いた話として私どもも伯父から聞かされましたけれど

も、「何で大政奉還したのか？」と孫どもに慶喜公が聞かれたらしいんです。そうしまたら暫し

黙考して、「あの時はああするしかなかったんだ。誰がやったってああなったんだ」と孫達に仰っ

たそうです。十人位の孫がそれを聞いておりますので、聞き間違いはないだろうと思います。一

見、偉そうにも聞こえますし、もう世の中の情勢を見たらそうするしかないと。そうしないと、

日本という国体を維持できない、というようなことを感じ取っておられたのかも知れません。今

となっては御本人に直接聞くわけにも参りませんので分かりませんけれども、私どもとしては、

とにかく世界に冠たる無血の大革命を成し遂げられたのは、うちのご先祖だと、これが身内の贔

屓目ですけれども、そんな思いでおります。

十　最後に　〜名前に託した思い〜

　慶喜さんが大政奉還後にたくさん作った子供の一人が、先ほど申し上げました私の婆さんで

す。彼女が産んだ水戸徳川家の孫、慶喜さんから見れば外孫になりますが、絶対に俺が名前を付

けるといって聞かなかったんだそうです。私の爺さんもついに根負けして、慶喜さんから頂いた

くになり

名前が圀斉でした。これが私の父親です。慶喜公の大政奉還に到るまでの波乱の人生を支えた、

光圀公以来の教え、教えの源が光圀さんというわけですが、その光圀さんの圀の字、そして、そ

れを自分に教えてくれた親父であります齊昭さん齊の字。この二文字を採って圀齊と名付けたと

言われております。故事来歴は別にしまして、親父は「非常に重たい名前で嫌だ」と申しており

ました。私の名前がその反動で単純明快な名前になったかどうかはわかりませんが、水戸家の十

四代目になるであろう孫に慶喜公がご自分で名前を付けられて、一橋家に出た自分の血をお里で

ある水戸家に戻した格好になります。そういう中で、慶喜公の幕末が本当に終わったんだろうな

あと、身内としては考えているところです。
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　時間が流れて百年、二百年経っても、続いて来た血の流れや先祖、子孫に対する思いは変わら

ないことを改めて感じていただければ幸いです。（会場拍手）

【第三五回、平成二〇年二月二三日】


